
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業改善や学習指導に関わる先進情報等の通信（メール・マガジン） 

Scrum  ―スクラム― 

45 字×16行 を目安に御寄稿ください。  

令和２年１１月３０日 

臨時号 No.７ 

東京都教育庁指導部 

義務教育指導課     

 理科の学習では、「児童が関心や意欲をもって対象と関わることにより、自ら問題を見いだし、それを追究していく

活動を行うとともに、見いだした問題を追究し、解決していく中で、新たな問題を見いだし、繰り返し自然の事物・

現象に関わっていくこと」が大切です。 

 ここでは、東京都知事賞・東京都教育委員会賞・特別賞に選ばれた７作品について、「問題の見いだし方」に焦点を

当てて、紹介します。児童への「問題の見いだし方」の指導に御活用ください。 

 

東京都 

知事賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「私たちを守ってくれるガードパイプの秘密」 

 港区立青南小学校 第６学年 

 

 通学路に設置されたガードレールの形状に疑問をもち、ガ

ードレールの強度について追究した研究です。毎日見るもの

ですが、「理科的な見方・考え方」をもって見ることで、新た

な問題を見いだしています。 

 

東京都 

教育委 

員会賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「水たまりのハイイロゲンゴロウの住みかを探して 

～51 日間・523 匹の全記録～」 

 大田区立多摩川小学校 第６学年 

 

 昨年の自由研究で多摩川河川敷の水たまりにいるハイイロ

ゲンゴロウを採集し、調査したことから、生息地に興味をも

ち追究した研究です。児童が自然の事物・現象に興味や関心

をもつことで、問題を見いだしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ぴょんぴょんがえるとばそう大作戦」 

 杉並区立四宮小学校 第６学年 

 

 折り紙のぴょんぴょんがえるの跳び方の違いに興味をも

ち、一番よく跳ぶ条件を追究した研究です。家庭での遊びの

中で見つけたことに疑問をもち、差異点や共通点を明らかに

することで問題を見いだしています。 

 

 

 

  コロナ禍における学校の教育活動への支援となるよう、メール・マガジン「スクラム」の 
臨時号を発行しています。子供たちの健やかな学びの継続に向け、参考にしていただければと 
思います。 
（東京都教育委員会ホームページアドレス https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/ ） 

児童・生徒の問題を見いだす力を育成するために 

～東京都小学生科学展の作品から捉える問題の見いだし方～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「2020 年 青戸平和公園におけるツミの研究と公園の環境

について」 

 葛飾区立中青戸小学校 第６学年 

 

 近くの公園にいる日本最小の鷹のツミに興味をもち、３年

間継続して観察した生態についてまとめた研究です。身近な

自然に関心や意欲をもって対象と関わることで、問題を見い

だしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「セミの羽化『スイミー効果』の謎 

～家の近くのセミ調べ ｐａｒｔⅣ 地球温暖化の影響～」 

 国立市立国立第六小学校 第６学年 

 

 セミの幼虫が群衆で羽化することに疑問をもち、群衆で羽

化する理由について仮説を立てて追究した研究です。４年間

継続してセミについて研究しており、毎年、過去の研究の成

果から新たな問題を見いだしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「浴室乾燥機で洗濯物を早く乾かそう！」 

 東大和市立第七小学校 第６学年 

 

 雨の日に家の中で干した洗濯物の乾き方の違いから、早く

乾かすためにはどのように干したらよいのか疑問をもち、追

究した研究です。事象の違いに気付き、疑問をもつことから

問題を見いだしています。 

特別賞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「砂鉄のとれる川はどこにあるか」 

 北区立王子第二小学校 第４学年 

 

 磁石で砂鉄が採れることに興味をもち、川によって砂鉄の

採れる量に違いがあるのかを追究した研究です。第３学年の

理科の学習で学んだことを、さらに身近な自然に当てはめて

考え、問題を見いだしています。 

 他にも、新型コロナウイルス感染症の拡大の状況により家庭で過ごすことが多くなったことから、家庭の中にある

身近な自然の事物・現象に着目し、問題を見いだして取り組んでいる研究が多くありました。普段、見ているもので

あっても、「理科の見方・考え方」を働かせることで、新たな問題を見いだすことができます。関心や意欲をもって、

「理科の見方・考え方」で対象と関わらせることが、問題を見いだす上で大切となります。 

 

〇令和２年度の東京都小学生科学展について 

  展示期間 令和３年１月８日（金）～１１日（月・祝） 

  場  所 日本科学未来館（江東区青海 2-3-6） 

  時  間 午前１０時から午後５時まで（最終受付午後４時３０分） 

・区市町村及び都立学校ごとに代表となった作品を展示します。 

・今年度は、児童の口頭発表は中止とします。 

・作品の展示につきましては、例年よりも広い会場で展示する等、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた対策を行いながら

 実施いたします。（東京都小学生科学展のみの入場は無料です。予約も必要ありません。） 

・今後の新型コロナウイルス感染症の拡大の状況等によっては、日本科学未来館での展示を中止する場合もあります。日本科学未来

 館の開館状況をホームページ等で御確認の上、御来場ください。 


